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本
書
は
、
戦
後
の
台
湾
に
お
い
て
最
大
規
模
の
炭
鉱
で
あ
っ
た
瑞
三
炭
鉱
（
新
北

市
）
を
主
た
る
分
析
対
象
と
し
、
炭
鉱
で
暮
ら
し
た
人
び
と
の
労
働
と
生
活
の
記
憶

を
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
基
づ
き
再
現
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
。
全
章
を
通
し

た
目
的
は
、
炭
鉱
の
記
憶
を
保
存
し
、
そ
れ
を
産
業
史
や
労
働
史
の
点
か
ら
再
構
築

す
る
こ
と
で
、
近
年
急
速
に
進
み
つ
つ
あ
る
炭
鉱
の
遺
構
と
合
わ
せ
て
、
鉱
工
（
炭

鉱
夫
）
た
ち
の
地
下
で
経
験
を
理
解
す
る
た
め
の
手
が
か
り
を
示
す
こ
と
に
あ
ろ
う
。

最
初
に
本
書
の
分
析
対
象
と
な
る
瑞
三
炭
鉱
に
つ
い
て
、
触
れ
て
お
こ
う
。
瑞
三

炭
鉱
は
、
台
湾
で
有
力
な
請
負
領
班
（
採
炭
工
程
を
請
け
負
う
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー

ダ
ー
）
だ
っ
た
李
建
興
が
、
一
九
三
四
年
に
基
隆
炭
鉱
の
鉱
区
払
い
下
げ
を
受
け
て
、

現
在
の
新
北
市
瑞
芳
区
に
瑞
三
鉱
業
公
司
を
設
立
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
一
九
三

〇
年
代
は
順
調
に
経
営
を
続
け
た
が
、
一
九
四
〇
年
に
李
健
興
と
そ
の
兄
弟
、
お
よ

び
従
業
員
ら
が
誣
告
に
よ
っ
て
祖
国
通
牒
の
罪
（
外
患
罪
）
で
台
湾
総
督
府
に
逮
捕

さ
れ
、
多
く
は
日
本
の
敗
戦
ま
で
収
監
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
間
は
、
一
九
四

二
年
に
釈
放
さ
れ
た
李
健
興
の
末
弟
と
基
隆
炭
鉱
社
に
よ
っ
て
開
発
と
生
産
が
続
け

ら
れ
た
。
李
建
興
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
四
九
年
に
、
改
め
て
台
湾
工
鉱

公
司
か
ら
採
掘
権
を
継
承
し
、
彼
の
も
と
で
、
瑞
三
炭
鉱
は
台
湾
最
大
級
の
炭
鉱
と

し
て
繁
栄
し
た
。
最
盛
期
の
一
九
七
三
年
に
は
、
一
、四
五
九
人
（
職
員
一
四
四
人
、

鉱
員
一
、三
一
五
人
）
の
従
業
員
を
抱
え
、
出
炭
量
も
年
産
二
〇
万
ト
ン
を
超
え
て
い

た
が
、
一
九
八
〇
年
代
に
入
る
と
斜
陽
化
は
避
け
ら
れ
ず
、
一
九
九
〇
年
に
は
閉
山

に
至
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
た
ど
っ
た
瑞
三
炭
鉱
は
、
現
在
、
産
業
遺
産
と
し
て
保
存

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
特
筆
す
べ
き
点
は
、
炭
鉱
閉
山
後
も
鉱
工
の
多
く
が
居
住
し
つ

づ
け
、
基
本
的
な
施
設
が
す
べ
て
地
域
内
に
残
さ
れ
た
ま
ま
、
い
ま
な
お
活
用
（
猴

硐
煤
鉱
博
物
園
区
と
い
う
炭
鉱
を
テ
ー
マ
に
し
た
生
態
博
物
館
と
し
て
営
業
）
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
炭
鉱
稼
働
当
時
の
遺
構
や
街
並
み
が
残
存
し
、

か
つ
、
地
域
に
根
付
い
た
元
鉱
工
ら
の
努
力
に
よ
っ
て
日
々
更
新
さ
れ
つ
づ
け
て
い

る
こ
と
か
ら
、
炭
鉱
や
産
業
遺
構
に
興
味
が
あ
る
者
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
魅
力
と

な
っ
て
い
る
。
本
書
の
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
多
く
は
、
瑞
三
炭
鉱
で
請
負
班
の

領
班
を
長
ら
く
務
め
た
周
朝
南
氏
や
、
そ
の
関
係
者
へ
の
聞
き
取
り
が
中
心
と
な
っ

て
い
る
（
第
2
章
お
よ
び
第
2
部
）。
前
置
き
が
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
本
書
の

【
書
評
】
嶋
﨑
尚
子
・
中
澤
秀
雄
・
島
西
智
輝
・
清
水
拓
・
張
龍
龍
・
笠
原
良
太 

『
台
湾
炭
鉱
の
職
場
史
―
鉱
工
が
語
る
も
う
一
つ
の
台
湾
』

菊

池

美

幸
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構
成
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
（（　

）
は
執
筆
者
）。

［
第
1
部　
「
煤
鉱M

eikuang

」
の
歴
史
と
現
場
］　

序
章　

台
湾
炭
鉱
へ
の
招
待
（
中

澤
秀
雄
）
／
第
1
章　

台
湾
石
炭
産
業
と
「
李
顔
二
家
」（
島
西
智
輝
）
／
第
2
章　

瑞
三
炭
鉱
の
生
産
と
労
働
（
清
水
拓
）
／
第
3
章　

台
湾
光
復
以
降
の
石
炭
産
業
史

（
張
龍
龍
）

［
第
2
部　

瑞
三
で
の
鉱
工
の
仕
事
と
暮
ら
し
］　

第
4
章　

炭
鉱
の
子
が
鉱
工
に
な

る
ま
で
（
嶋
﨑
尚
子
）
／
第
5
章　

台
湾
最
大
の
瑞
三
炭
鉱
で
の
領
班
の
仕
事
（
嶋

﨑
尚
子
）
／
第
6
章　

瑞
三
炭
鉱
の
閉
山
と
そ
の
後
（
嶋
﨑
尚
子
）
／
第
7
章　

女

性
鉱
工
の
生
活
史
（
嶋
﨑
尚
子
）
／
第
8
章　

猴
硐
で
の
元
鉱
工
た
ち
の
年
金
獲
得

運
動
と
炭
鉱
の
記
憶
継
承
（
笠
原
良
太
）
／
終
章　

台
湾
石
炭
産
業
の
職
場
史
に
学

ぶ
（
嶋
﨑
尚
子
）
／
あ
と
が
き
／
索
引

序
章
「
台
湾
炭
鉱
へ
の
招
待
」
で
は
、
本
書
の
記
述
の
大
半
を
占
め
る
瑞
三
炭
鉱

を
含
め
た
猴
硐
地
区
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
る
。
近
年
、
台
湾
で
は
伝
統
的
建
築
物
の

活
用
が
進
み
、
建
築
物
単
体
だ
け
で
な
く
、
町
並
み
も
含
め
た
遺
構
の
保
存
が
急
速

に
進
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
猴
硐
地
区
や
炭
鉱
遺
構
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
り
、

筆
者
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
生
き
た
炭
鉱
と
し
て
生
態
的
に
保
存
さ
れ
て
い
る
」
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
し
て
、
貴
重
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
序
章
で
は
、
瑞
三
で
の
職

場
の
様
子
も
記
述
さ
れ
、
最
後
に
、
東
ア
ジ
ア
と
い
う
枠
組
み
の
な
か
で
、
日
本
と

台
湾
の
関
係
や
、
台
湾
に
お
け
る
石
炭
産
業
の
位
置
づ
け
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

第
1
章
で
は
、
最
初
に
台
湾
の
炭
田
に
つ
い
て
地
理
的
特
徴
や
、
炭
鉱
の
規
模
な

ど
石
炭
産
業
の
概
要
が
説
明
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
、
台
湾
石
炭
産
業
を
牽
引
し
た
二

家
、
す
な
わ
ち
、
瑞
三
炭
鉱
を
経
営
し
て
い
た
瑞
三
鉱
業
の
李
家
と
、
新
平
渓
炭
鉱

を
経
営
し
て
い
た
台
陽
鉱
業
（
の
ち
に
第
二
会
社
化
を
経
て
売
却
）
の
顔
家
の
事
業

展
開
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
両
家
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
瑞
芳
李
家
」「
基
隆
顔
家
」
と
呼

ば
れ
る
台
湾
の
大
鉱
業
家
で
、
特
に
戦
後
の
石
炭
産
業
の
発
展
に
重
要
な
役
割
を
果

た
し
た
。
本
章
の
後
半
で
は
、
戦
後
の
台
湾
石
炭
産
業
の
担
い
手
に
つ
い
て
も
言
及

し
、
先
行
研
究
で
は
、
国
民
党
政
権
が
民
間
資
本
の
成
長
を
警
戒
し
、
金
融
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
い
う
「
管
制
高
地
」
を
ほ
ぼ
独
占
し
た
と
い
う
説
明
に
対
し
て
、
著
者
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
の
中
で
も
石
炭
産
業
は
異
質
で
、
民
営
炭
鉱
が
生
産
の
主
軸
に
な
っ

た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

第
2
章
で
は
、
瑞
三
炭
鉱
の
元
鉱
工
の
証
言
を
も
と
に
、
坑
内
で
鉱
工
が
ど
の
よ

う
に
働
い
た
の
か
、
生
産
組
織
の
編
成
、
坑
内
概
況
、
採
炭
現
場
の
レ
イ
ア
ウ
ト
、

人
員
配
置
と
作
業
内
容
と
い
う
点
か
ら
再
現
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
炭
鉱
内
で
の

仕
事
の
様
子
が
、
豊
富
な
写
真
と
と
も
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
本
章
で
特
筆
す

べ
き
点
は
、
坑
内
概
況
と
採
炭
現
場
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
で
あ

ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
瑞
三
炭
鉱
構
内
図
と
い
う
炭
鉱
全
体
の
見
取
り
図
か
ら
坑
内
の

構
造
が
丁
寧
に
説
明
さ
れ
、
さ
ら
に
は
、
採
炭
現
場
に
お
け
る
採
炭
方
式
の
解
説
か

ら
実
際
の
人
員
配
置
、
鉱
工
の
動
線
ま
で
が
見
事
に
再
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

平
面
図
か
ら
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
地
下
の
立
体
的
な
労
働
現
場
の
構
造
や
、
そ
こ
で

働
く
鉱
工
の
姿
が
有
機
的
に
結
び
つ
き
、
稼
働
す
る
炭
鉱
の
姿
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。第

3
章
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
の
台
湾
石
炭
産
業
史
に
つ
い
て
、
生
産
回

復
と
増
産
（
一
九
四
六
～
一
九
六
四
年
）、「
油
主
炭
従
」
政
策
下
の
「
油
炭
競
走
」

（
一
九
六
五
～
一
九
七
二
年
）、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
（
一
九
七
三
～
一

九
八
三
年
）、
全
面
撤
退
（
一
九
八
四
～
二
〇
〇
〇
年
）
の
四
つ
の
時
期
区
分
に
基
づ

き
概
観
し
て
い
る
。
そ
し
て
後
半
に
は
、
石
炭
産
業
の
終
焉
と
と
も
に
、
政
府
が
文

化
政
策
を
実
施
し
、
炭
鉱
を
産
業
遺
産
と
し
て
保
存
し
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
台
湾
石
炭
産
業
の
保
存
活
動
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ
の
特
徴
と
し
て
、
産
業



― 193 ―

遺
産
の
記
憶
保
存
お
よ
び
継
承
に
、
産
炭
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
元
炭
鉱
マ
ン
の
積

極
的
な
協
力
が
得
ら
れ
た
こ
と
も
挙
げ
て
い
る
。
著
者
は
、
こ
う
し
た
炭
鉱
の
閉
山

後
の
取
り
組
み
が
、
他
地
域
と
は
異
な
る
「
台
湾
モ
デ
ル
」
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

［
第
2
部　

瑞
三
で
の
鉱
工
の
仕
事
と
暮
ら
し
］
は
、
著
者
た
ち
が
台
湾
で
実
施
し

た
聞
き
取
り
調
査
の
内
容
を
オ
ー
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
、
鉱
工

の
実
際
の
仕
事
や
暮
ら
し
が
紹
介
さ
れ
る
。

第
4
章
～
6
章
で
は
、
瑞
三
炭
鉱
で
鉱
工
と
し
て
活
躍
し
た
周
朝
南
氏
の
生
活
史

が
詳
述
さ
れ
る
。
周
氏
は
、
一
九
四
四
年
に
台
湾
北
部
の
猴
硐
近
郊
の
村
に
生
ま
れ
、

祖
先
は
、
大
陸
の
福
建
省
泉
州
か
ら
開
拓
で
入
っ
た
漢
人
の
一
族
で
あ
っ
た
。
周
氏

は
入
植
者
の
第
五
世
代
に
当
た
る
。
両
親
や
親
族
は
、
周
氏
が
生
ま
れ
た
と
き
か
ら

瑞
三
炭
鉱
で
働
い
て
お
り
、
周
氏
も
一
六
歳
（
一
九
五
九
年
）
の
と
き
に
童
工
（
子

ど
も
の
労
働
者
）
と
し
て
瑞
三
炭
鉱
で
働
き
は
じ
め
た
。
周
氏
の
キ
ャ
リ
ア
は
、
彼

の
職
場
で
あ
っ
た
瑞
三
炭
鉱
の
命
運
と
共
に
あ
り
、
ひ
い
て
は
台
湾
石
炭
産
業
の
盛

衰
を
投
影
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

著
者
ら
は
、
周
氏
が
炭
鉱
で
働
い
て
い
た
同
時
期
に
、
女
性
鉱
工
と
し
て
働
い
た

四
人
に
も
聞
き
取
り
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
周
氏
の
母
親
に
つ
い
て
は
第
4
章

に
、
周
氏
の
妻
・
呉
宝
銀
氏
に
つ
い
て
は
第
5
章
・
6
章
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
周
氏
の
い
と
こ
の
妻
・
周
方
糖
氏
と
林
首
氏
の
生
活
史
に
つ
い
て
は
7
章
に
収

録
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
炭
鉱
労
働
と
家
庭
労
働
の
過
酷
な
様
子
が
記
述
さ
れ
て

い
る
。

一
九
九
〇
年
に
瑞
三
炭
鉱
が
閉
山
す
る
と
、
周
氏
は
四
七
歳
で
職
を
失
う
。
そ
の

た
め
、
新
し
い
職
を
求
め
て
祖
先
の
地
で
あ
る
福
建
省
泉
州
市
で
貿
易
の
仕
事
を
は

じ
め
た
。
そ
れ
が
大
成
功
し
、
二
〇
〇
五
年
に
は
再
び
台
湾
へ
戻
っ
て
き
た
。
台
湾

で
は
、
ち
ょ
う
ど
同
じ
年
に
国
民
基
礎
年
金
制
度
が
成
立
す
る
も
の
の
、
そ
の
対
象

者
は
、
二
〇
〇
五
年
以
降
に
退
職
し
た
職
工
に
限
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
炭
鉱
閉
山
前

後
に
離
職
し
た
鉱
工
は
適
用
対
象
外
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
周
氏
は
元

鉱
工
に
対
す
る
年
金
体
制
の
改
正
を
求
め
て
、
運
動
を
開
始
し
た
。
そ
の
第
一
歩
と

し
て
、
二
〇
一
九
年
に
は
、
鉱
工
に
つ
い
て
、
国
民
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
、
猴
硐
鉱
工
文
史
館
を
私
費
で
設
立
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
猴
硐
鉱
工
文

史
館
は
、
本
書
評
の
瑞
三
炭
鉱
の
説
明
部
分
で
述
べ
た
、
猴
硐
煤
鉱
博
物
園
区
の
展

示
の
核
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
詳
し
い
経
緯
と
年
金
制
度
改
正
に
向
け
た
運
動

の
展
開
に
つ
い
て
は
、
第
8
章
で
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

終
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
基
づ
く
瑞
三
炭
鉱
の
分
析
を

踏
ま
え
て
、
台
湾
石
炭
産
業
の
特
徴
を
、
労
働
形
態
、
女
性
労
働
、
労
働
災
害
と
補

償
、
会
社
と
労
働
者
の
関
係
と
い
う
四
つ
の
点
か
ら
ま
と
め
て
い
る
。
さ
ら
に
後
半

で
は
、
諸
手
当
給
付
の
台
帳
で
あ
る
「
補
助
簿
」
を
用
い
て
、
労
働
災
害
の
発
生
頻

度
や
補
償
の
状
況
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

以
上
が
、
本
書
の
お
お
ま
か
な
要
約
と
な
る
。
評
者
は
、
台
湾
の
石
炭
産
業
に
つ

い
て
、
本
書
か
ら
得
る
こ
と
が
非
常
に
多
か
っ
た
。
ま
た
、
本
文
に
書
か
れ
て
い
る

よ
う
に
、「
日
本
の
炭
鉱
と
類
似
性
・
連
続
性
が
き
わ
め
て
強
い
対
象
（
一
〇
二
頁
）」

で
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
納
得
で
き
る
部
分
が
多
か
っ
た
。
他
方
で
、
本
書
を

読
ん
で
、
分
か
り
に
く
か
っ
た
点
や
疑
問
を
感
じ
た
部
分
も
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
以

下
で
は
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

第
一
に
、
台
湾
に
お
い
て
、
石
炭
産
業
が
果
た
し
た
役
割
に
関
す
る
評
価
に
つ
い

て
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
台
湾
石
炭
産
業
の
歴
史
に
つ
い
て
、
第
1
部
で
記
述
さ
れ

て
い
る
が
、
記
述
の
多
く
は
生
産
・
労
働
に
偏
っ
て
い
る
。
本
書
の
タ
イ
ト
ル
が
「
職

場
史
」
で
あ
る
以
上
、
こ
れ
ら
の
内
容
に
記
述
が
割
か
れ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

他
方
で
、
各
章
に
通
ず
る
前
提
と
し
て
、「
台
湾
で
生
産
さ
れ
た
石
炭
は
、
台
湾
の
産
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業
化
や
経
済
発
展
の
み
な
ら
ず
、
社
会
に
と
っ
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
」
と

い
う
共
通
認
識
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
評
者
も
異
論
は

無
く
、
そ
れ
が
史
実
あ
る
か
ら
こ
そ
、
元
鉱
工
た
ち
が
鉱
工
年
金
制
度
の
成
立
を
目

指
し
、
年
金
獲
得
運
動
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
も
理
解
で
き
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
第
2
部
の
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
そ
う

で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
本
書
に
は
、
台
湾
で
生
産
さ
れ
た
石
炭
が
、
各
時
期
に
お
い
て
、

ど
こ
で
何
の
た
め
に
ど
の
よ
う
に
消
費
さ
れ
た
の
か
と
い
う
視
点
が
、
必
要
で
あ
る

よ
う
に
感
じ
た
。
例
え
ば
、
第
3
章
で
は
「
石
炭
だ
け
で
は
、
電
力
会
社
や
ほ
か
の

セ
ク
タ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
（
八
二
頁
）」
と
の

記
述
が
あ
り
、
お
お
よ
そ
推
察
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
台
湾
石
炭

産
業
が
光
復
後
の
発
展
に
貢
献
し
た
と
い
う
事
実
を
強
化
す
る
た
め
に
は
、
台
湾
で

掘
ら
れ
た
石
炭
が
、
台
湾
で
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
と
い
う
視
点
も
あ
っ
て
も

良
い
よ
う
に
感
じ
た
。

第
二
に
、
台
湾
に
お
け
る
労
働
者
に
対
す
る
保
護
立
法
や
補
償
制
度
の
仕
組
み
に

つ
い
て
で
あ
る
。
本
書
の
各
章
よ
り
、
台
湾
に
お
け
る
労
働
安
全
規
則
や
、
労
働
災

害
に
対
す
る
保
障
制
度
を
間
接
的
に
理
解
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、

こ
れ
ら
の
制
度
や
仕
組
み
に
つ
い
て
ま
と
ま
っ
た
記
述
が
無
い
た
め
、
例
え
ば
、
労

働
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
ど
の
よ
う
な
救
済
の
仕
組
み
が
存
在
し
、
誰
が
、
ど

こ
ま
で
労
働
者
に
対
す
る
責
任
を
、
ど
の
程
度
負
っ
て
い
た
の
か
判
然
と
し
な
か
っ

た
。
ま
た
、
一
九
六
四
年
に
禁
止
さ
れ
た
女
性
の
坑
内
労
働
に
つ
い
て
も
、
前
述
し

た
枠
組
み
の
中
で
の
評
価
を
加
え
た
上
で
、
制
度
の
問
題
点
な
ど
を
論
じ
て
も
良
か
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
一
九
八
四
年
に
発
生
し
た
三
大
変
災
へ
の
対

処
が
、
そ
の
後
の
台
湾
に
お
け
る
労
働
者
保
護
や
保
障
制
度
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
た
の
か
も
気
に
な
っ
た
。

続
い
て
、
や
や
細
か
い
疑
問
点
に
な
る
が
、
第
3
章
の
台
湾
石
炭
産
業
に
お
い
て
、

閉
山
局
面
を
も
た
ら
し
た
主
要
な
原
因
を
三
つ
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
、
第
三

の
炭
鉱
労
働
者
の
労
働
環
境
の
悪
化
（
八
五－

八
六
頁
）
に
つ
い
て
の
指
摘
で
あ
る
。

こ
の
中
で
、
八
〇
年
代
後
半
の
炭
鉱
労
働
者
の
低
賃
金
の
主
な
原
因
に
つ
い
て
、
台

湾
の
炭
鉱
の
自
然
条
件
（
薄
炭
層
の
た
め
に
機
械
化
が
進
展
し
な
か
っ
た
こ
と
）
を

挙
げ
て
い
る
が
、
こ
の
説
明
は
や
や
語
弊
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
政
策
と

し
て
は
、
一
九
六
五
年
の
時
点
で
石
油
の
使
用
を
奨
励
し
、
六
九
年
に
は
石
炭
価
格

へ
の
介
入
に
終
止
符
を
打
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
一
連
の
政
策
転
換
は
、
既
に
石
炭

産
業
へ
影
響
を
及
ぼ
し
は
じ
め
て
お
り
、
一
九
七
〇
年
代
に
入
る
と
そ
の
影
響
は
さ

ら
に
色
濃
く
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
一
九
七
〇
年
代
以

降
、
炭
鉱
で
機
械
化
が
進
ま
な
か
っ
た
主
な
要
因
は
、
自
然
条
件
の
問
題
以
上
に
、

安
価
な
輸
入
炭
の
流
入
や
政
府
の
政
策
転
換
な
ど
、
石
炭
産
業
の
緩
や
か
な
衰
退
を

背
景
と
し
て
、
企
業
が
資
本
を
投
下
し
て
機
械
化
を
進
め
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
失
っ

た
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
、
労
働
生
産
性
も
上
昇
せ
ず
、

労
働
者
の
賃
金
も
上
が
ら
な
い
と
い
う
状
況
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
終
章
の
「
2　

炭
鉱
で
の
女
性
労
働
」
の
記
述
内
容
に
つ
い
て
も
、
や
や

疑
問
を
感
じ
た
。
著
者
は
、
戦
前
日
本
の
炭
鉱
を
事
例
に
、
一
九
二
八
年
の
改
正
鉱

夫
労
役
扶
助
規
則
に
よ
り
保
護
鉱
夫
（
女
性
と
若
年
者
）
の
深
夜
業
と
坑
内
労
働
が

禁
止
さ
れ
た
こ
と
を
挙
げ
、
そ
の
結
果
、
女
性
を
解
雇
し
た
埋
め
合
わ
せ
に
男
性
労

働
者
へ
「
家
族
賃
金
」
が
登
場
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
た
め
に
女
性
労
働
者

の
労
働
が
低
賃
金
化
し
た
と
述
べ
て
い
る
（
二
〇
三－

二
〇
四
頁
）。
確
か
に
、
戦
前

の
大
手
炭
鉱
で
は
女
性
の
坑
内
労
働
が
禁
止
さ
れ
た
た
め
、
坑
外
労
働
へ
の
転
換
が

お
こ
な
わ
れ
、
内
職
が
奨
励
さ
れ
て
い
る
（
野
依
、
二
〇
一
〇
）。
そ
の
た
め
、
後
山

だ
っ
た
女
性
労
働
者
が
得
ら
れ
る
収
入
が
減
少
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
他
方
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で
、
戦
前
日
本
の
炭
鉱
に
お
い
て
は
、
坑
外
労
働
の
賃
金
は
、
も
と
も
と
坑
内
労
働

の
賃
金
よ
り
低
く
設
定
さ
れ
て
い
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
坑
内
労
働
か
ら

坑
外
労
働
へ
の
配
置
転
換
を
も
っ
て
、
収
入
が
減
少
し
た
こ
と
を
「
低
賃
金
化
し
た
」

と
し
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
果
た
し
て
「
低
賃
金
化
」
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

女
性
労
働
者
の
労
働
が
低
賃
金
化
し
た
と
記
述
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
同
一
職
種
間
で

の
比
較
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
べ
き
だ
と
感
じ
た
。

以
上
、
評
者
の
手
前
勝
手
な
疑
問
点
や
要
望
を
書
き
連
ね
た
。
こ
の
よ
う
な
意
見

は
、
本
書
の
成
果
の
上
に
成
り
立
つ
も
の
で
、
そ
の
価
値
を
減
じ
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
れ
ま
で
の
歴
史
研
究
に
お
い
て
、
台
湾
の
石
炭
産
業
に
関
す
る
も
の
は
多
く
な
く
、

ま
た
、
無
く
な
り
つ
つ
あ
る
産
業
の
職
場
史
を
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
で
残
す
と
い

う
点
で
も
、
本
書
は
貴
重
な
成
果
で
あ
ろ
う
。
社
会
学
や
歴
史
学
の
研
究
者
の
み
な

ら
ず
、
地
域
振
興
、
文
化
保
存
、
産
業
政
策
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
な
ど
に
関
心
を
も

つ
多
く
の
方
々
に
も
一
読
を
勧
め
た
い
。

（
青
弓
社
、
二
〇
二
四
年
、
三
、三
〇
〇
円
〔
税
込
〕）
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